
１ 

 

２０２４年度からの健康保険料率改定が視野に 

2023年度予算成立。過去最大の 15億円の赤字を計上 

朝日健保の 2023 年度予算が 2月 21日開催の組合会で決まりました。保険料等による収入が支出に比べ大

幅に不足するため、準備金・積立金を 15 億 8千万円取り崩して収支を均衡させます。 
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その結果、過去最大の大幅な赤字予算となりま

した。 
保険料収入が前年度比微減のところ、国に拠

出する高齢者医療拠出金が 4 億 8 千万円増えた

ことが赤字拡大の主な要因です。この拠出金は、

国内の 65 歳以上の高齢者の医療費を全世代で

支えあうため国に拠出する負担金ですが、社会

の高齢化の進行により負担は増え続けており、

23 年度は総額 33 億円に達します。 
また、皆さまの医療費の支払いである保険給

付費も増加傾向で、被保険者 1 人あたり医療費

は 5年前に比べ年間 4万6千円も増えています。

23 年度予算では 30 億円を計上します。拠出金

と保険給付費を合わせると予算総額の 85％を

占めます。健保組合が独自の裁量で事業に使え

る予算は 5 億円で予算総額の 7％に過ぎません。 
さて、今後の財政の行方ですが、大変厳しい

局面を迎えることになります。当組合が保有す

る準備金・積立金は、23 年度末時点で 21 億円

になりますが、法の規定によりそのうち赤字補

填に使用できる資金は 10.5 億円です。24 年度

も収支構造は変わらず、10 億円を超える赤字が

見込まれます。これにより赤字を補填する資金

が底をつき、24 年度から健康保険料率を改定せ

ざるを得なくなる可能性が高まりました。そう

なると 2013 年度以来 11 年ぶりの改定となりま

す。 
保険料の増額を少しでも軽減できるよう、引

き続き事業の見直しや効率化を一層推し進め、

支出削減に努めてまいります。皆さまのご理解

とご協力をお願いいたします。 
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健保ニュース 

介護保険料率 1.4 ポイント引き下げ 

≪健康保険法改正≫ 出産育児一時金が５０万円に増額 

大腸がん検診料補助廃止・郵送検診一部変更 

２ 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 被保険者負担分 事業主負担分 計 

4 月引去り分から ７．５５/１０００ ７．５５/１０００ １５．１０/１０００ 

現在 ８．２５/１０００ ８．２５/１０００ １６．５０/１０００ 

 
法定給付 付加給付 計 

被保険者 420,000 円 202,000 円 622,000 円 

被扶養者 420,000 円 56,000 円 476,000 円 

 
法定給付 付加給付 計 

被保険者 500,000 円 202,000 円 702,000 円 

被扶養者 500,000 円 56,000 円 556,000 円 

介護保険料率は、国へ拠出する介護納付金の

額に応じ、毎年度見直しています。23 年度の

納付金は前年度比 574 万円減の 10 億 246 万円

となったため、介護保険料率を現在の

16.50/1000（被保険者と事業主で折半）から、

15.10/1000（同負担割合）へ 1.4ポイント引き

下げます（4月給与引去り分から）。 

 

※各自の標準報酬額等に上記料率を乗じて算出 

※介護保険料は、満 40 歳以上の被保険者が対象 

 

 

 

▼２０２３年４月から 

 

国の少子化対策に基づく健康保険法改正により、2023 年 4月 1日から出産育児一時金の支給額が 

変更されます。当組合独自の付加給付と合わせた支給額は以下のとおりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

介護保険料率 

 

厳しい財政状況のもと限られた予算を有効に使用するため、人間ドック検査項目と重複する 

大腸がん検査に関する補助制度の見直しを行います。 

 

１．大腸がん検診料補助廃止（4月 1日から） 

35歳以上の被保険者・被扶養者が医療機関等で受診された「大腸がん検診（内視鏡検査等）」への

補助を廃止します。 

※人間ドックのオプションとして受診する大腸内視鏡検査も補助の対象ではなくなります。 

 

２．郵送大腸がん検診 対象年齢変更（毎年 9 月に実施） 

40歳以上は対象から外れ、30歳～39歳の方（年度到達年齢）のみが対象となります。 

 

詳細はこちらをご覧ください 

 

▼２０２３年３月まで 

 

※産科医療補償制度非加入の分娩機関の場合、法定給付は 488,000 円 

 

http://www.asahikenpo.or.jp/member/smc/save/group_asahi/notice0002/upload/2023daicyouganhaishi.pdf


2023 年 3 月号 

 

健保ニュース 

その他事業の見直しについて 

４月から健保ＨＰがリニューアルします 

保養所 4 月 1 日から利用料金を改定 

３ 

 

ご家族が就職の際は異動届の提出を！ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他に今年 4 月から以下の事業を廃止いたします。参加者の減少などによる決定となります。

ご了承のほどお願いいたします。 

 

 

昨今の情勢に伴う燃料費や原材料費等の高騰により、2023年 4月 1日(土)から利用料金の改定を 

行うことになりました。何卒ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 

 

１．福岡・名古屋 職場体操廃止 

   朝日新聞福岡本部および同名古屋本社で実施していた職場体操を廃止 

 ２．介護・健康教室廃止 

   他の組合と共同で開催していた介護・健康教室を廃止 

 

トップページに大きなスライドバナーを表示し、 

シンプルな構成でより見やすくなります。 

スマホでもストレスなくご覧いただけます。 

※4月 3日(月)午前 0時に切替予定 

※ログイン時のＩＤ・ＰＷは変更ありません 

ID   healthy パスワード  kenko753 

 

この春、扶養家族が就職される方は、忘れずに健保組合まで 

「被扶養者異動届」をご提出ください（ご家族の健康保険証と合わせて）。 

ご就職日以降に当組合の保険証で受診された場合は、後日、資格喪失後の医療

費を請求させていただきますのでご注意ください。 
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